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（１） 実施概要

項目 内容

実施目的 ○朝の通勤時間帯（8時前後）を中心に慢性的な渋滞が発生する国道21号を  
始めとした岐阜市内の道路の渋滞緩和を目的として実施

実施期間 ○2022年 11/28（月）～12/9（金）
※集中実施日：12月1日（木）、12月8日（木）

対象者 〇国道21号沿線（岐阜市、大垣市、各務原市、瑞穂市、岐南町）の行政（国県
市）・企業のうち、岐阜市内を発着する道路利用者

実施内容 ① 時差出勤の導入     ② 利用経路の変更
 ③ テレワークの活用 ④ 公共交通機関の利用

周知方法 内容

リーフレットの配布 ○TDM社会実験の概要をとりまとめたリーフレットを作成し、商工会議所等を通じて、 
対象企業に配布。また、関係施設に据え置きも実施

関係機関HP
への掲載

○TDM社会実験の各種情報を関係機関（岐阜国道事務所、県、市、商工会議所
等）のHPに掲載

SNSによる
発信

〇岐阜国道事務所が管理する、TwitterやInstagramのアカウントを通じて、TDM
社会実験の概要を発信

対面説明の
実施

〇沿線自治体・沿線商工会議所等を対象に、TDM社会実験に関する理解・協力を
依頼するため、対面による説明を実施

WEB説明会の
開催

〇主に企業を対象に、TDM社会実験に関する理解を深めていただくため令和4年   
11月17日、18日の2日間に分けて、WEB説明会を開催

道路情報板の
表示 〇国道21号上の道路情報板に、TDM社会実験への協力依頼内容を表示
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（２） 効果検証① 利用者アンケート調査結果

令和4年度 岐阜市内TDM社会実験結果

 TDM社会実験 実施期間の行動変化や交通状況の変化を把握するため、アンケート調査を実施。（調査期間：R4.11.28(月)～12.20(火)）
 結果として、1,236のサンプル数を取得。交通面や生活面での改善効果に関わる多くの意見を取得。

0% 20% 40% 60% 80% 100%
通常時と比べて渋滞が大きく緩和した

通常時と比べて渋滞が緩和した

通常時と変わらない

通常時よりも渋滞が悪化した

通常時よりも渋滞がひどく悪化した
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n=643※有効回答
(TDM未実施者含む)

約3割の方が、
「渋滞緩和」効果を実感

41317735 16

(64.2%)(27.5%)(5.4%) (2.5%)

(0.3%)

時差出勤の推進は、とても広範囲にわたりいい影響を与えると考えているので、もっとア
ピールしていただきたいです。渋滞の緩和という交通面の効果だけではなく、生活面におい
ても良いことづくめだと思います。お金がかからない取組であるので、なお推奨されるべき
です。

岐阜市在住 30代 男性 公務員

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤時のストレスが少なくなる

特に効果は感じない

自身の生活スタイルに合わせて、有効に時間を使えるようになる

家事、育児、介護など家庭生活と仕事の両立がしやすくなる

通勤時間が短縮され、プライベートの時間が確保しやすくなる

仕事の能率が向上する

労働時間が短くなる

歩く機会や自転車を利用する機会が増え、運動不足の解消につながる

公共交通を利用することにより、通勤時間を有効に使えるようになる

自動車利用の削減、渋滞回避によるCO2の削減など、環境に配慮した取組みにつながる

その他の効果

n=579※参加者

約３～４割の参加者が、「時間の確保・有用性向上効果」を実感

約６割の参加者が、
「ストレス軽減」
効果を実感
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(38.9%)

(19.7%)

(30.9%)

(12.1%)
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(5.4%)

(1.4%)

(11.7%)

(0.0%)

(22.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(0.4%)
(17.3%) (16.4%) (27.2%) (31.6%) (7.1%)

5
214 203 336 390 88年齢

n=1,236 (TDM未実施者含む)

10代 20代 30代 40代 50代 60代

所属

0% 20% 40% 60% 80% 100%

56 986

51

129

14
(4.5%) (79.8%)

(4.1%)

(10.4%)

(1.1%)

民間企業 県職員 市町職員

国職員

その他

n=1,236 (TDM未実施者含む)

■ TDM社会実験 実施期間中に実感した効果（市内全体）

■ 時差出勤の導入（市内全体）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

TDM社会実験

(n=381)

通常時

（n=383)

15分以内

30分以内

45分以内

60分以内

60分以上

0%

5%

10%

15%

20%

25% 通常時（n=386) TDM社会実験(n=386)

通勤開始時間帯

（時差出勤の導入 参加者）

通勤ピーク
時間の分散

通勤ピーク時間の分散

26 120 119 82 36

53 167 99 43 19

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30% 通常時（n=386) TDM社会実験(n=386)

通勤到着時間帯

（時差出勤の導入 参加者）

通勤ピーク時間の分散

通勤ピーク時間の分散

通勤時間 平均41分

通勤時間 平均33分

(6.8%) (31.3%) (31.1%) (21.4%) (9.4%)

(13.8%) (43.6%) (25.8%) (11.2%) (5.0%)

＜出発時間の変更状況＞

＜到着時間の変更状況＞

＜通勤時間の変更状況＞

通勤時間 30分以内の割合が2割増加

※時差出勤の導入参加者
のうち有効回答

※時差出勤の導入参加者
のうち有効回答

■ 回答者属性

■ TDM社会実験 実施期間中の渋滞状況（国道21号）

■ TDM社会実験に対する自由意見（抜粋）

TDM施策の実施における所属の理解が希薄であることが課題であると感じ
ています。

岐阜市在住 60代以上 男性 公務員

瑞穂市から県庁まで、７時台前半では通常40分程度かかりますが、対象エリア拡大による渋滞の
解消効果が窺え、期間中同じ時間帯で、10分ほど早く到着することができました。

瑞穂市在住 40代 男性 公務員

TDMの
参加状況

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(46.8%) (53.2%)
579 657

参加した 参加していない

n=1,236 (TDM未実施者含む)

■ 参加状況

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時差出勤の導入

利用経路の変更

テレワークの活用

公共交通機関の利用 n=579 ※参加者

386

127

58

33

(66.7%)

(21.9%)

(10.0%)

(5.7%)

※ 内77名が通常時 市内立
体区間利用者

TDMの実施状況



48

(40.3%)
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(21.8%)
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(15.1%)
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(4.2%)

3

(2.5%)
2

(1.7%) 1

(0.8%)

1～10人

11～50人

51～100人

101～300人

301～500人

501～1,000人

1,000人～

答えたくない

未回答

n=119
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（３） 効果検証② 企業アンケート結果

令和4年度 岐阜市内TDM社会実験結果

 TDM社会実験 実施期間の行動変化や交通状況の変化を把握するため、企業へのアンケート調査を実施。（調査期間：R5.2.2(木)～2.28(火)）
 結果として、119のサンプル数を取得。TDM社会実験の認知状況、参加情報、今後の参加意向などを取得。

 効果や必要性の理解を深めてから実施する事で参加
しやすくなるから

 社会的に認知されるため

 周知が広くなれば、協力もしやすくなるため

 従業員の認知につながり、協力してもらえる人数が
増加すると思われるから

 準備期間が確保できるため

 世間の意識が徐々に変化すると思われるから

 ＴＤＭ活動への関心・意識が高まるため

22

(18.5%)

96

(80.7%)

1

(0.8%)

知っていた 知らなかった 未回答

n=119

19

(16.0%)

11

(9.2%)

28

(23.5%)

61

(51.3%)

瑞穂市商工会

岐南町商工会

岐阜商工会議所

大垣商工会議所

n=119

■ TDM社会実験の今後の実施に向けて

■ TDM社会実験の認知状況・参加状況・知ったきっかけ

＜認知状況＞ ＜参加状況＞

■ 回答者企業属性

＜所属している商工会＞ ＜従業員数＞

約２割が認知

4

(18.2%)

17

(77.3%)

1

(4.5%)

参加した 参加しなかった 未回答

n=22

約２割が参加

＜TDMについてよい取り組みだと思うか＞ ＜TDMを継続的に実施する場合、協力したいか＞

33

(27.7%)

39

(32.8%)

38

(31.9%)

4

(3.4%)
1

(0.8%)

4

(3.4%)

そう思う

ややそう思う

どちらとも言えない

あまりそう思わない

そう思わない

未回答
n=119

約６割が支持
13

(10.9%)

41

(34.5%)
33

(27.7%)

25

(21.0%)

2

(1.7%)

5

(4.2%)

協力したい

協力してもよい

条件が整えば協力してもよい

協力したいができない

協力したくない

未回答

n=119

＜常時的に呼びかけをした場合、TDMへの協力はしやすくなるか＞

業務やお客様に対して影響が出ないのであれば、TDM社会実験の継続実施に賛同します。
また、社会全体として取り組む事が必要だという気運が高まれば参加しやすいです。

■ TDM社会実験に対する自由意見（抜粋）

約７割の企業が協力意向あり

TDM社会実験について知りませんでした。
会社も含めた整備、十分な周知があれば、協力したく思います。

61

(51.3%)

54

(45.4%)

4

(3.4%)

協力しやすくなる

変わらない

未回答

n=119

約５割の企業が協力し
やすくなると回答

●協力しやすくなる理由（抜粋）

＜知ったきっかけ＞

8 (36.4%)
4 (18.2%)

2 (9.1%)
7 (31.8%)

1 (4.5%)
2 (9.1%)

2 (9.1%)
1 (4.5%)

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

商工会会報誌の折り込みリーフレット

商工会から通知されたメール

商工会から通知されたＦＡＸ

商工会から郵送されたリーフレット

関係施設に据え置きされたリーフレット

岐阜国道事務所・商工会議所等のHP

ＳＮＳ（Twitter・Instagram等）

ＷＥＢ説明会

道路情報版

その他

(%)

n=22

リーフレットきっかけが約４割
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■ 旅行速度状況（国道21号）
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出典：ETC2.0プローブ情報 （通常時）2022.10 平日、（TDM社会実験時）2022.12.1（木）

＜旅行速度改善状況（TDM社会実験時 － 通常期）＞

■ 岐阜市街地周辺の旅行速度状況（市内全体）

21

248

22

156

157

21

(主)岐阜巣南大野線

(都)新所平島線

出典：ETC2.0プローブ情報（7:45）

7時台 国道21号・他路線におい
て旅行速度が回復し、時

差出勤の効果を確認
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東進方向（藪田南5交差点） 西進方向（茜部本郷交差点）

＜渋滞長＞
＜交通量＞

■ 渋滞長・交通量調査結果（国道21号）

＜渋滞長＞ ＜交通量＞

出典：交通量・渋滞長調査結果 通常期：2022.10.6 TDM施策：2022.12.1 交差点流入方向の交通量・渋滞長を対象

主要渋滞箇所

旅行速度差分
    ～+ 5.0 km/h

  +5.1～+10.0 km/h
  +10.1 km/h ～

4

（４） 効果検証③ 旅行速度・渋滞長・交通量 調査結果

令和4年度 岐阜市内TDM社会実験結果

 TDM施策の効果を検証するために、旅行速度や渋滞長・交通量といった定量的な視点において効果検証を実施。
 国道21号を中心に旅行速度においては渋滞緩和効果を確認し、渋滞長にも多少の減少が見られたものの、交通量は大きな変化が見られなかった。
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